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Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

神奈川県川崎市麻生区千代ヶ丘1-16-6

事業所は、小田急線「新百合ヶ丘」駅または「百合ヶ丘」駅より徒歩15分ほどの高
台にあります。静かな住宅街に立地し、周囲には複数の保育園や公園があります。
＜優れている点＞
法人独自の｢ヒューマンライフケア テクニカルマイスター｣｢認知症KAIGOマイス
ター｣社内資格として、ブロンズからプラチナまで8段階のテクニカルマイスター制
度があり、それぞれ筆記試験と技術試験があります。資格制度と給与が連動し職員
のモチベーションアップとなり、また知識や技術を習得することで利用者へのサー
ビスの質の向上へと繋がっています。既読付き通信アプリやWEB会議ツールを活用
して遠距離の家族と相互にやり取りが出来るようにしています。接遇に力を入れ、
管理者・職員・利用者間でのコミュニケーションを大事にしています。
＜工夫点＞
管理者は、利用者の意向や希望を実現できるよう職員と検討し工夫を重ねていま
す。行事に合わせたおやつを利用者と職員が一緒に手づくりしてイベントで提供す
るなどしています。利用者からの希望を聞き出し、たくさんの種類のパンを調達し
て「パンまつり」を開催し、利用者はとても喜んでくれています。
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認知症対応型共同生活介護

食事（おやつを含め）を楽しんでいただくために、定期的に手作りのおやつを提供
したり、一部の利用者の方も食事作りに参加できるようなイベントに力をいれてい
ます。また壁面の装飾等をご利用者様と職員の共同製作しています。小規模ではあ
りますがご利用者様と一緒に施設の庭でジャガイモ、サラダ菜、分葱を育て、収穫
したものを召し上がっていただくこともあります。ご家族様には二か月に１回の新
百合通信を通して、上記のご様子をお伝えしています。また、ご希望のあるご家族
様にはLINEやZOOMを利用した、ご家族様との面会を希望に応じて実施しておりま
す。

Ⅴ アウトカム項目

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

自己評価項目

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

令和7年5月29日令和6年12月14日

http://www.rakuraku.or.jp/kaigonavi/

定員　計

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない ○ 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが ○ 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　○　　1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

 事業所名 ヒューマンライフケア新百合ヶ丘グループホーム

 ユニット名 1階

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

株式会社フィールズ



ヒューマンライフケア新百合ヶ丘グループホーム　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活
かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる。

2か月に１回、運営推進会議を対面で実
施。その場で質疑応答や、要望があれ
ばできるだけ実現できるよう努めてい
る。

2ヶ月に1度、地域包括支援センター職員、
家族代表などの参加を得て開催していま
す。事業所での活動状況や事故、ヒヤリ
ハットなどの報告を行い、意見を運営に活
かしています。家族からマイナンバーカー
ドと保険証の一体化についての質問を受
け、法人に確認し事業所の方針を全家族に
報告した事例もあります。

生活保護課など関係機関と必要時に連
絡をとっている。ご家族から相談があ
る時に、生活保護課や障害支援課と連
携して対応しているケースもある。

生活保護の受け入れを行っており、担当部
署へ定期的に報告し相談に乗ってもらい助
言を受けるなど連携しています。入居の相
談などを受けることもあり、協力関係を築
いています。

現在、地域住民に月１回ほどのペース
で地域交流スペースの貸し出しを行っ
ている。（例：有楽自治会の環境委員
会の集い、パソコン教室）

自治会に加入し、年1回の草むしりなどの
活動に参加しています。回覧板が定期的に
来て情報を得ています。自治会からは敬老
の日に利用者に菓子が配られることもあり
ます。事業所は地域交流室を備えており地
域との交流の一助となっています。今後は
さらに活発に運用していきたいと考えてい
ます。

以前は地域交流スペースを貸し出した
り、ボランティア演奏などを行ってい
ただくことで、認知症の方との関りを
持っていただいたり理解に努めていた
が、現在は行えていない。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

理念は作成し掲示している。実践につ
なげられるように日々のサービスを
行っているが、共有し全員が実施でき
ているとは言えない。

法人の理念に加えて事業所としての理念を
作成しています。玄関や事務所に掲示し職
員に周知しています。職員は理念を基に日
常の業務の中で話し合い、具体的に伝える
ように心掛けています。

株式会社フィールズ



ヒューマンライフケア新百合ヶ丘グループホーム　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象と
なる具体的な行為を正しく理解するとともに、身
体的拘束等の適正化のための指針の整備、定期的
な委員会の開催及び従業者への研修を実施し、緊
急やむを得ない場合を除き、身体的拘束等をしな
いケアに取り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている。

現在は電話でのやり取りが主ではある
が、ご来訪の際にも、ご家族とお話し
をご要望等があればお聞きしている。
ご利用者については、日頃の交流の中
で要望を聞き、反映できることはして
いる。

家族からは面会で来所した時や電話やメー
ルなどで利用者の日頃の様子を伝え、意見
や要望を聞き出すように心がけています。
運営推進会議にも参加してもらい、そこで
も意見を得ています。「何か困りごとはな
いですか」など意見を言いやすい声かけに
努めています。

計画作成が関係者と話し合いや対応を
行っている。現状では、研修などで学
ぶ機会を設けることはできていない
が、個々で勉強し理解しようとしてい
る職員もいる。

契約時は十分なご理解をいただけるよ
う時間をとり、質疑応答を行いながら
対応している。

３か月に１度、身体拘束廃止委員会を
行っている。身体拘束にあたらないよ
うにケアを心掛けている。

年間研修計画が作成され、全職員を対象に
年2回開催しています。身体拘束廃止委員
会は虐待防止委員会と共に全職員を対象に
年4回開催しています。スピーチロックな
ど不適切なケアを未然に防ぐための取り組
みを心掛け、職員の勤務環境や勤務内容の
改善にも努めています。

虐待防止委員会で職員間でも話し合
い、注意し防止に努めている。研修は
したが、それだけでは学ぶ機会が少な
いとも思う。注意はしているが不安に
なることもある。

身体拘束と同様に研修を年2回、委員会を
年4回開催しています。家族の了解を得
て、見守りカメラを各フロアのリビングに
設置し、虐待防止に役立てています。管理
者は職員へ声かけ、相談に積極的に応じて
います。職員同士気になる事があればお互
いに声かけをしています。

株式会社フィールズ



ヒューマンライフケア新百合ヶ丘グループホーム　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている。

研修の機会も増え、社内の他事業所の
職員と関われる機会が増えている。役
職（管理者や計画作成担当）や状況
（中途入社や新卒）などに応じて参加
回数は異なるが、全員研修は受けてい
る。

ご利用前には、事前訪問にてご本人の
ご様子を伺ったり、お話をする時間を
設けるようにしています。利用開始当
初は不安なこともあるので、ご本人の
話を聞いて不安な気持ちを取り除ける
よう努力している。

昇給制度もあり、職場環境等の整備に
努めている。

法人が開発した｢ヒューマンライフケア テ
クニカルマイスター｣｢認知症KAIGOマイス
ター｣と呼ばれる社内資格制度がありま
す。資格によって処遇に反映される仕組み
になっており、職員のモチベーションアッ
プに繋げています。公休は希望にできるだ
け沿えるように調整し、有給休暇の取得も
促しています。

ケアテクニカルマイスターや認知所
KAIGOマイスターなどの社内資格の保有
率は他拠点に比べ高く、ケアテクニカ
ルマイスターのブロンズの取得率と認
知症KAIGOマイスターBASICの取得率は
９０％以上。

法人のマイスター制度を活用し、職員の育
成に活かしています。ブロンズからプラチ
ナまで8段階の取得を目指すことで、業務
に関する知識や技術の向上に繋げていま
す。

計画作成担当者がユニット間でのミー
ティングや日頃のコミュニケーション
の中から意見などを聞き出し、反映に
繋げている。

月1回、各フロアごとに会議を開催し職員
と意見交換を行っています。職員は利用者
の意見を聞き取り、行事などの企画を立て
て計画し、実行しています。個別のケアの
困りごとなども皆で話し合い、チームで解
決に導いています。

株式会社フィールズ



ヒューマンライフケア新百合ヶ丘グループホーム　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている。

電話でお話しして頂いたり、近所のお
友達や家族が来所されることもある。
面会に関しては、できるだけ来訪者の
希望に併せて実施している。

友人が訪ねてきた際にはくつろいで過ごし
てもらえるように場所の提供などの支援を
しています。家庭菜園が趣味だった利用者
には事業所でも野菜作りの場を提供し、
育った野菜は利用者の食事に活用していま
す。編み物が好きな利用者には道具と材料
を用意するなどの支援も行っています。

食器拭きや洗濯ものたたみなどの家事
を一緒に行っている。施設での役割を
持ってもらうため、当番表も作り毎日
の日課としてできることを行って頂い
ている。

現在は、直接の面会やLINEでのビデオ
通話を行っている。ご家族との関係は
大切にしている。ご本人への必要な支
援については、適宜連絡をとって協力
いただいている。

ご利用前の見学や、事前訪問、契約時
などにお話しする時間を設け、ご家族
の要望等を伺っています。また、ご希
望のある家族に対してはLINEやメール
でやり取りしています。

お話を伺ったり、事前訪問をした際に
必要な支援を見極めている。また、ご
利用開始後もご本人やご家族のお話を
聞いたり、施設でのご様子を伺いなが
らサービス内容については調整してい
る。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている。

事前情報以外にも、日頃の交流の中か
らご本人の生活歴等を聞くようにして
いる。極力、ご本人に聞いて理解する
ように努めている。

日々の変化があるため、調子をみるよ
うにしている。顔色や表情、歩き方な
ど変化があるか注意して観察してい
る。

状況に応じて、ご家族様たちとご連絡
している。

状況に応じて、ご家族様たちとご連絡
している。
以前に比べ身体能力が落ち、散歩や外
出が難しくなっている。現在はご本人
の意向を伺うだけになってしまうとこ
ろもある。施設内でできることに関し
ては検討しできることを実行してい
る。

入浴時や居室での1対1の会話や毎日の生活
から利用者の希望を汲み取ることはもちろ
んのこと、管理者は各業務の効率を高めて
得た時間も利用者とのコミュニケーション
に充てるよう話しています。「寿司や刺し
身が食べたい」希望には実現に向けて検討
し、巻き寿司を利用者と一緒に手作りした
ことがあります。

交流を持てるようにしている。気の合
う方と作業を一緒にしていただいた
り、複数人でお話しができるよう職員
が介入したり支援している。

株式会社フィールズ



ヒューマンライフケア新百合ヶ丘グループホーム　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目
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26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る。

２回の往診にて対応している。必要時
は外部受診も行っている。

協力医療機関をかかりつけ医にしていま
す。24時間対応体制で、内科、歯科各月2
回の訪問診療があります。毎週訪問看護が
あり、現在は褥瘡がある人に毎日訪問して
います。他病院の受診は原則家族対応です
が事業所で対応する場合もあります。

以前に比べ身体能力が落ち、散歩や外
出が難しくなっている。施設内ででき
ることに関しては柔軟に対応できるよ
うにしている。

できていない部分もある。地域とのか
かわりがなかなか持てない状況のた
め、施設内でご本人が楽しめる取り組
みをできるよう工夫している。

ミーティングや日々の申し送りのなか
で意見等を出し合い、日々のケアにて
実践し、介護計画に反映している。ま
たSCOPを利用してケースカンファレン
スを行うことで、意見の集約を効果的
に行っている。

入居時の暫定ケアプランは1ヶ月後にモニ
タリングを行います。本ケアプランは家族
の希望や医療情報を取り入れ、職員とサー
ビス担当者会議や介護記録を共有している
介護アプリを使って長期6ヶ月、短期3ヶ月
で作成し、3ヶ月ごとにモニタリングを
行っています。

SCOPを使い、情報共有に努めている。
個別に支援を実施しての様子や、新し
い支援を実施しての状況を共有できて
いる。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている。

急変時や事故発生時には必要な措置を
とり医療関係に連絡を行っている。対
応方法についてはフローを貼りだして
いる。

年に２回、避難訓練を行っている。地
域との協力体制については、まだ築け
きれていない。

災害BCPと感染症BCPを作成しシミュレー
ション訓練を実施しています。年2回の通
報、消火、避難訓練を実施しています。消
防署立ち会いの下、避難場所や避難方法の
指導を受けています。非常時に備えアル
ファ米や飲料水、乾燥餅、ビスケットなど
3日分を備蓄し備蓄品リストで管理してい
ます。

年2回の避難訓練のうち1回
は職員が少ない夜間を想定
した訓練の実施が期待され
ます。

病院関係者との情報交換等を行ってい
る。退院については受け入れ態勢を整
え、ご本人の状況把握のためカンファ
レンスに参加したり退院前に面会する
など状態把握に努めている。

入居時の契約の際に医師確認書を作成
している。管理者からの説明があり、
職員全員が共有できていると思う。本
人や家族の意向をふまえ、往診医、訪
問看護師、介護職員が連携をとれてい
る。

入居時に重度化や終末期に向けた方針を説
明し意思確認書を交わしています。看取り
は医師から家族への説明後事業所と家族で
今後のケアについて話し合い、看取りの手
順書を作成します。看取りマニュアルや研
修を実施しケアが出来る体制を作っていま
す。

週に１回、訪問看護が入る。その際に
日頃の様子等を伝え、相談も行えてい
る。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている。

下膳や食器拭きなど片付けは一緒に
行っている。糖尿病の傾向がある方に
はステビアなどを使用して甘味をつけ
て飲料水を提供している。

食材は2日に一度届き、ご飯とみそ汁を事
業所で手作りしています。食事前に誤嚥防
止の口腔体操を行い、食後は食器洗いなど
を手伝っています。利用者が菜園で作る分
葱やサラダ菜、ジャガイモなども食卓に上
ります。力作のお節や、七種類のパンを購
入して皆で食べるパン祭り、駄菓子模擬店
舗を設えるなど食事が楽しめる工夫をして
います。

強制するのではなく、自身でやりたい
ことを決めていただくようにしてい
る。ご本人の希望に合わせ、臨機応変
に動くようにしている。

ご自身で選んでいただくようにしてい
るが、季節に合った服装になるように
助言はしている。お洋服が汚れてし
まった際には着替えを促すなどしてい
る。

相手を敬い話すよう心掛けている。対
応についてもミーティングで話した
り、注意したほうがいい点については
どのように改善していくか検討してい
る。

管理者は日頃から職員に「手早く仕事をす
るのではなく丁寧に接遇すること」を話し
ています。不適切なケアが発生した場合は
原因を探り予防に努めています。プライバ
シー保護研修や認知症研修を受講するなど
質の高いケアを提供できるようにしていま
す。

自己決定の一環とし、１４時３０分に
はメニュー表の中から好きな飲みもの
も選んでいただくようにしている。ご
本人の思いや希望を言えるように働き
かけている。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる。

便秘の方については、医療機関とも連
携をとっている。便秘がちの方には牛
乳を提供したり、水分を多くとってい
ただくよう支援している。

気乗りしない日は翌日にずらしたり、
清拭で対応している。

1日2～3人午前中に入浴支援を行って最低
でも週2回は入れるようにしています。脱
衣室と浴室を適切に温度管理してヒート
ショックに備えています。同性介助を実施
しています。入浴を嫌がる人には無理強い
しませんが、気の合う職員の支援で雑談を
しながらゆっくり入浴する人もいます。

食後に声かけし口腔ケアを実施してい
る。訪問歯科を受けている方は定期的
にクリーニングを受けている。

おむつの使用はなるべくせず、トイレ
にて排泄できるよう誘導等を行ってい
る。

排泄パターンを把握して介護アプリで共有
し、それぞれに合った個別支援を行ってい
ます。2時間ごとに定時誘導を行い排泄が
無ければさらに1時間ごとに誘導していま
す。夜間、おむつの人がこまめな定時誘導
の結果、尿意があればナースコールをして
くれるようになった例があります。

日々、記録をしている。水分のなかな
かとれない方については、好きな飲み
物を提供したり、ゼリーを提供するな
どして水分をとって頂いている。食事
については、体重等も確認しながら量
の調整を行っている。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している。

預かり金として、お小遣いを一部お預
かりしている。必要なものについて
は、ご家族と相談しながら購入してい
る。

役割をもっていただくために当番表に
てその日の役割を分担している。また
職員が声掛けして壁面の装飾を作って
いただいたり、施設菜園の活動に参加
していただいている。

外出は散歩や通院にとどまっている。 散歩は15時～16時に15分ほどかけて事業所
を一周しています。他科への受診支援で外
出する機会があります。家族と温泉旅行に
出かける人もいます。管理者は休止してい
たドライブと外食の外出支援再開を考えて
います。

体調に応じて休息を促したりしてい
る。２１時消灯とはしているが、ご本
人の習慣に合わせながら対応してい
る。

医療関係とも連携を図りながら対応し
ている。薬の変更時には申し送りにて
職員間で共有し、状態観察等を行って
いる。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している。

ご自宅から家具などをお持ち込みいた
だく方もおり、希望にあわせて対応し
ている。

エアコンや介護ベッド、チェストなどを備
え付けています。掃除、着替えなどは居室
担当者が支援しています。利用者は馴染み
のものを持ち込んでいます。ベッドで立ち
上がるなど転落の恐れがある人には家族と
話し合い、床に布団を敷いて対応している
例があります。

ご自分でできることを行って頂いてい
る。その際に危険のないように導線部
にはものを置かないなど気を付け、職
員間でも共有し、その時の状態に応じ
て対応している。

気候に合わせた温度調節を行ってい
る。

共用部は清掃が行き届き適切に温度管理を
しています。通路を広くとり車いす同士の
すれ違いが出来るなど動線を確保していま
す。職員と共に制作した季節の花である椿
や、正月、クリスマスの大きな貼り絵など
を掲示しています。今後はキーボードを使
用して利用者が楽しめる催事を考えていま
す。

気の合う方と席が近くなるように席を
配置している。

ご家族様のご要望があり、ご本人が電
話したくてもつなげられないケースが
１件ある。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが ○ 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　○　　1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

 事業所名 ヒューマンライフケア新百合ヶ丘グループホーム

 ユニット名 2 階

　Ⅴ　アウトカム項目
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ヒューマンライフケア新百合ヶ丘グループホーム　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活
かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる。

現在、地域住民に月１回ほどのペース
で地域交流スペースの貸し出しを行っ
ている。（例：有楽自治会の環境委員
会の集い、パソコン教室）

以前は地域交流スペースを貸し出した
り、ボランティア演奏などを行ってい
ただくことで、認知症の方との関りを
持っていただいたり理解に努めていた
が、現在は行えていない。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

理念は作成し掲示している。実践につ
なげられるように日々のサービスを
行っているが、共有し全員が実施でき
ているとは言えない。

2か月に１回、運営推進会議を対面で実
施。その場で質疑応答や、要望があれ
ばできるだけ実現できるよう努めてい
る。

生活保護課など関係機関と必要時に連
絡をとっている。ご家族から相談があ
る時に、生活保護課や障害支援課と連
携して対応しているケースもある。
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ヒューマンライフケア新百合ヶ丘グループホーム　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象と
なる具体的な行為を正しく理解するとともに、身
体的拘束等の適正化のための指針の整備、定期的
な委員会の開催及び従業者への研修を実施し、緊
急やむを得ない場合を除き、身体的拘束等をしな
いケアに取り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている。

３か月に１度、身体拘束廃止委員会を
行っている。身体拘束にあたらないよ
うにケアを心掛けている。

虐待防止委員会で職員間でも話し合
い、注意し防止に努めている。研修は
したが、それだけでは学ぶ機会が少な
いとも思う。注意はしているが不安に
なることもある。

現在は電話でのやり取りが主ではある
が、ご来訪の際にも、ご家族とお話し
をご要望等があればお聞きしている。
ご利用者については、日頃の交流の中
で要望を聞き、反映できることはして
いる。

計画作成が関係者と話し合いや対応を
行っている。現状では、研修などで学
ぶ機会を設けることはできていない
が、個々で勉強し理解しようとしてい
る職員もいる。

契約時は十分なご理解をいただけるよ
う時間をとり、質疑応答を行いながら
対応している。
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ヒューマンライフケア新百合ヶ丘グループホーム　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている。

計画作成担当者がユニット間でのミー
ティングや日頃のコミュニケーション
の中から意見などを聞き出し、反映に
繋げている。

研修の機会も増え、社内の他事業所の
職員と関われる機会が増えている。役
職（管理者や計画作成担当）や状況
（中途入社や新卒）などに応じて参加
回数は異なるが、全員研修は受けてい
る。

ご利用前には、事前訪問にてご本人の
ご様子を伺ったり、お話をする時間を
設けるようにしています。利用開始当
初は不安なこともあるので、ご本人の
話を聞いて不安な気持ちを取り除ける
よう努力している。

昇給制度もあり、職場環境等の整備に
努めている。

ケアテクニカルマイスターや認知所
KAIGOマイスターなどの社内資格の保有
率は他拠点に比べ高く、ケアテクニカ
ルマイスターのブロンズの取得率と認
知症KAIGOマイスターBASICの取得率は
９０％以上。
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ヒューマンライフケア新百合ヶ丘グループホーム　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている。

食器拭きや洗濯ものたたみなどの家事
を一緒に行っている。施設での役割を
持ってもらうため、当番表も作り毎日
の日課としてできることを行って頂い
ている。

現在は、直接の面会やLINEでのビデオ
通話を行っている。ご家族との関係は
大切にしている。ご本人への必要な支
援については、適宜連絡をとって協力
いただいている。

ご利用前の見学や、事前訪問、契約時
などにお話しする時間を設け、ご家族
の要望等を伺っています。また、ご希
望のある家族に対してはLINEやメール
でやり取りしています。

お話を伺ったり、事前訪問をした際に
必要な支援を見極めている。また、ご
利用開始後もご本人やご家族のお話を
聞いたり、施設でのご様子を伺いなが
らサービス内容については調整してい
る。

電話でお話しして頂いたり、近所のお
友達や家族が来所されることもある。
面会に関しては、できるだけ来訪者の
希望に併せて実施している。
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ヒューマンライフケア新百合ヶ丘グループホーム　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている。

状況に応じて、ご家族様たちとご連絡
している。

状況に応じて、ご家族様たちとご連絡
している。
以前に比べ身体能力が落ち、散歩や外
出が難しくなっている。現在はご本人
の意向を伺うだけになってしまうとこ
ろもある。施設内でできることに関し
ては検討しできることを実行してい
る。

交流を持てるようにしている。気の合
う方と作業を一緒にしていただいた
り、複数人でお話しができるよう職員
が介入したり支援している。

事前情報以外にも、日頃の交流の中か
らご本人の生活歴等を聞くようにして
いる。極力、ご本人に聞いて理解する
ように努めている。

日々の変化があるため、調子をみるよ
うにしている。顔色や表情、歩き方な
ど変化があるか注意して観察してい
る。
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ヒューマンライフケア新百合ヶ丘グループホーム　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る。

ミーティングや日々の申し送りのなか
で意見等を出し合い、日々のケアにて
実践し、介護計画に反映している。ま
たSCOPを利用してケースカンファレン
スを行うことで、意見の集約を効果的
に行っている。

SCOPを使い、情報共有に努めている。
個別に支援を実施しての様子や、新し
い支援を実施しての状況を共有できて
いる。

２回の往診にて対応している。必要時
は外部受診も行っている。

以前に比べ身体能力が落ち、散歩や外
出が難しくなっている。施設内ででき
ることに関しては柔軟に対応できるよ
うにしている。

できていない部分もある。地域とのか
かわりがなかなか持てない状況のた
め、施設内でご本人が楽しめる取り組
みをできるよう工夫している。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている。

週に１回、訪問看護が入る。その際に
日頃の様子等を伝え、相談も行えてい
る。

急変時や事故発生時には必要な措置を
とり医療関係に連絡を行っている。対
応方法についてはフローを貼りだして
いる。

年に２回、避難訓練を行っている。地
域との協力体制については、まだ築け
きれていない。

病院関係者との情報交換等を行ってい
る。退院については受け入れ態勢を整
え、ご本人の状況把握のためカンファ
レンスに参加したり退院前に面会する
など状態把握に努めている。

入居時の契約の際に医師確認書を作成
している。管理者からの説明があり、
職員全員が共有できていると思う。本
人や家族の意向をふまえ、往診医、訪
問看護師、介護職員が連携をとれてい
る。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている。

強制するのではなく、自身でやりたい
ことを決めていただくようにしてい
る。ご本人の希望に合わせ、臨機応変
に動くようにしている。

ご自身で選んでいただくようにしてい
るが、季節に合った服装になるように
助言はしている。お洋服が汚れてし
まった際には着替えを促すなどしてい
る。

相手を敬い話すよう心掛けている。対
応についてもミーティングで話した
り、注意したほうがいい点については
どのように改善していくか検討してい
る。

自己決定の一環とし、１４時３０分に
はメニュー表の中から好きな飲みもの
も選んでいただくようにしている。ご
本人の思いや希望を言えるように働き
かけている。

下膳や食器拭きなど片付けは一緒に
行っている。糖尿病の傾向がある方に
はステビアなどを使用して甘味をつけ
て飲料水を提供している。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる。

食後に声かけし口腔ケアを実施してい
る。訪問歯科を受けている方は定期的
にクリーニングを受けている。

おむつの使用はなるべくせず、トイレ
にて排泄できるよう誘導等を行ってい
る。

日々、記録をしている。水分のなかな
かとれない方については、好きな飲み
物を提供したり、ゼリーを提供するな
どして水分をとって頂いている。食事
については、体重等も確認しながら量
の調整を行っている。

便秘の方については、医療機関とも連
携をとっている。便秘がちの方には牛
乳を提供したり、水分を多くとってい
ただくよう支援している。

気乗りしない日は翌日にずらしたり、
清拭で対応している。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している。

体調に応じて休息を促したりしてい
る。２１時消灯とはしているが、ご本
人の習慣に合わせながら対応してい
る。

医療関係とも連携を図りながら対応し
ている。薬の変更時には申し送りにて
職員間で共有し、状態観察等を行って
いる。

預かり金として、お小遣いを一部お預
かりしている。必要なものについて
は、ご家族と相談しながら購入してい
る。

役割をもっていただくために当番表に
てその日の役割を分担している。また
職員が声掛けして壁面の装飾を作って
いただいたり、施設菜園の活動に参加
していただいている。

外出は散歩や通院にとどまっている。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している。

ご家族様のご要望があり、ご本人が電
話したくてもつなげられないケースが
１件ある。

ご自宅から家具などをお持ち込みいた
だく方もおり、希望にあわせて対応し
ている。

ご自分でできることを行って頂いてい
る。その際に危険のないように導線部
にはものを置かないなど気を付け、職
員間でも共有し、その時の状態に応じ
て対応している。

気候に合わせた温度調節を行ってい
る。

気の合う方と席が近くなるように席を
配置している。
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1 1

年に２回、避難訓練は行えているが、
夜勤を想定した避難訓練ができていな
い。

夜勤を想定した避難訓練を実施する。 避難訓練前にフロア会議でも、どうし
たことが夜勤の避難訓練で必要か話し
合ったことを、避難訓練に活かす。 ６ヶ月
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